
令和3年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 学校教育課 事業No. 251

事務事業名 学校保健事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 “結いの心”に根ざす教育を実践し、豊かな心とリニア時代を生きる力を育む
   
   

分野別計画
  
  
  

法令・例規等
 学校保健安全法
  
  

事業目的
対象 市内小中学校の児童・生徒

意図 健康の保持増進を図る。

２ 事業内容

3年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
医師会等と連携し、児童生徒職員の健康保持及び学校の保健
管理を行うため、以下のことを行いました。
・学校医、薬剤師の配置
・児童生徒定期健康診断の実施、及び就学時健康診断の実施
・結核対策委員会の開催
・日本スポーツ振興センター災害給付制度、全国市長会の保
険加入
・（更新時期を迎えた）小学校18校のAED本体の更新他、保健
備品、器具の点検・購入・廃棄、医薬材料の購入等
・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策用消毒液等の購入

学校医等報酬 28,791
児童・生徒・教職員諸検査、保健指導等 12,181
児童・生徒災害共済賠償保険掛金 7,981
消毒剤、医薬材料、保健備品ほか 7,545
保健備品点検、修理、廃棄委託料 1,157
児童生徒健康診断用紙印刷代 91
学校保健会負担金 34
  
  
  
その他の経費 50

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 令和3年度
計画 実績

令和4年度
計画 実績

令和5年度
計画 実績

令和6年度
計画 実績

定期健康診断実施校 校 28 28       
学校医数 人 43 44       
学校歯科医数 人 41 39       
学校薬剤師数 人 22 22       

          
          
          
          

3年度
決算

(千円)

予算額 61,286 特定財源内訳及び補足事項
決算額 57,830 （国）小学校へき地児童生徒援助費等補助金（１／２、１／３） 164千円

（国）中学校へき地児童生徒援助費等補助金（１／２、１／３） 64千円
（そ）結核対策委員会負担金（他市町村分）246千円
（そ）寄附金　1,300千円
（そ）ふるさと寄附金　3,900千円

財源の
状況

国庫支出金 228
県支出金 0
地方債 0
その他 5,446
一般財源 52,156

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 2 1 10 6 21,625 20,900 学校保健指導事業費

2 1 10 2 2 10 13 19,631 18,122 学校保健対策事業費

3 1 10 3 1 10 5 10,843 10,239 学校保健指導事業費

4 1 10 3 2 10 12 9,187 8,569 学校保健対策事業費

5          

6          

7          

振返り課題認識

学校保健安全法に規定される児童生徒職員の健康保持及び学校の保健管理のため、学校医を配置し、児童生徒並びに職員の
諸検査を行いました。また、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策用の消耗品の購入を含め、保健室で必要な備品の点
検・買い替えや医薬材料を配置しました。児童生徒の検診・諸検査実施後、個別の健康指導や受診勧奨などのアプローチが
必要なケースの関わりについては、関係機関を交えての課題解決に向けての取組が必要です。

上記の課題解決
のための有効策 児童生徒の健診・諸検査実施後は、学校医、養護教諭との情報共有・連携による取組が必要です。

次年度に向けて
の取り組み

学校医の配置、備品・医薬材料の配置等により必要な保健管理を継続します。学校医・養護教諭等との情報共有・連携を
密にして、児童生徒の諸検査実施後の適切な指導を行う環境づくりに取り組みます。新型コロナウイルス感染症等の予防対
策についても、文科省のマニュアル及び県立学校のガイドラインに準じた取組を継続します。
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